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胡屋自治会 かじまる会
２月1３日、胡屋自治会「がじまる会」の視察研修がありまし
た。視察研修では、沖縄市立博物館の見学、パークゴルフ、
地元の食事処なかゆくいにて昼食！と、参加者で懇親を
深めました 今後の地域活動に活かしていきましょう★

南桃原自治会 桃山の会
昨年５月から「地域食堂」を開催している宮城島へ視察に
行きました。４つの自治会が協働して「支え合い会議」が開
催されており、地域食堂は住民の「ひとりで食事が寂しい
さ～」の声で考えられたそうです。食堂やお弁当配食を通
して、繋がりのなかった住民と話す機会もうまれ、島での
居場所づくりや支えあい活動が進んでいるそうです！

＜泡瀬第二自治会＞
津波避難訓練

＜胡屋自治会＞
公民館まつり・消火器訓練

＜比屋根自主防災組織＞
防災訓練

津波避難を想定し、古謝大橋コースと、
メイクマンコースで実際に歩いて避難。
リアカーも使用。泡瀬・海邦町は道路の
液状化の可能性が高い地域で、物資輸
送が困難な状況に備え、普段から防災
グッズ、備蓄食を用意する必要がある
とのこと。終了後、赤十字奉仕団の炊き
出し（とり雑炊・豚汁）もありました。

７年ぶりに開催された「胡屋公民館まつ
り」にて、消火器訓練がありました。沖縄
市防災課による説明の後、実際に住民
の皆さんで消火器を操作し訓練しまし
た。その他にも、防災に関するパネル展
示や防災グッズの展示もありました。

２月１１日、比屋根自治会防災訓練がな
ごみ公園で行われました。公園内に
「消火器訓練」「心肺蘇生法」「炊き出
し提供」、様々なブースを設置し、住民
の方々と共に防災について考える機
会となりました。社協は「車中泊訓練」
ブースで協力させていただきました。

２月１９日、社協で『HUGゲーム』体験会を行いました。
『HUGゲーム』とは、「避難所運営ゲーム」のことで、
学校を避難所として見立てた図面上に人物や出
来事のカードを配置し、チームで避難所運営を考
えるゲームです。今回は琉球大学の学生さんに協
力してもらい挑戦！白熱した議論が続き、楽しく取
り組めました。今後は各地域でも取り組めるように、
引き続き、琉球大学と連携していく予定です。

ＨＵＧ（避難所運営）ゲーム体験会

地域でHUGゲーム
やってみたい！の
ご希望があれば
社協へお声かけ
ください

製造過程で出てしまう乾麵の切れ
端をフードロス低減の取組として
福祉団体へご寄贈頂いています。

お米（3kg）1,000袋を市内の福祉
団体へご寄贈いただきました。

住民の皆さんも消火器訓練


